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　　　　　　市　の　人　口

　　　　（昭和63年１月１日現在）

世帯数　55,404世帯（前月比20世帯増）

人　ロ　171,802人（前月比75人増）

　　男　85,136人

　　女　86,666人

救
急
出
動
３
千
回
を
超
す

　
宇
治
市
消
防
本
部
は
こ
の
程
、
昭
和
六
十
二
年
（
一
月
か
ら
十
二
月
ま
で
）
の

火
災
救
急
統
計
を
ま
と
め
ま
し
た
。
六
十
二
年
は
、
火
災
件
数
の
減
少
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
放
火
に
よ
る
火
災
が
増
加
。
車
両
火
災
で
は
九
件
の
内
七
件
ま
で
が
放

火
と
な
っ
て
い
ま
す
。
救
急
出
動
で
は
、
初
め
て
三
千
回
を
上
回
り
ま
し
た
。
特

に
急
病
に
よ
る
出
動
が
、
一
千
三
百
四
十
九
件
と
大
幅
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
消

防
本
部
で
は
、
市
民
の
生
命
や
財
産
を
守
る
た
め
に
常
に
迅
速
な
対
応
に
努
め
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
救
急
車
な
ど
の
正
し
い
利
用
に
つ
。
い
て
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

少
。
車
両
火
災
は
九
件
（
一
五
％
）

で
七
件
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
で
。

　
月
別
発
生
件
数
で
は
、
十
二
月

が
十
一
件
で
年
間
総
件
数
の
約
二

割
が
集
中
。
や
は
り
慌
た
だ
し
い

十
二
月
に
は
、
何
か
と
注
意
が
散

漫
に
な
ぴ
火
災
を
多
く
招
い
て
い

る
ぷ
フ
で
す
。
次
い
で
六
月
の
八

件
、
一
月
の
七
件
と
な
っ
て
い
ま

▲一瞬の内に大切な家財が灰に（昨年発生した民家火災）

す
。

　
ひ
災
に
よ
る
被
害
は
、
死
者
一

人
、
負
傷
者
六
人
。
焼
損
面
積
は
、

建
物
が
Ｉ
エ
（
百
四
十
五
平
方
肩
、

林
野
が
ニ
ア
ー
ル
と
な
っ
て
い
ま

す
。
損
害
額
が
六
十
一
年
に
比
べ

大
幅
に
減
少
し
て
い
る
の
は
、
六

十
一
年
に
は
東
宇
治
地
区
の
シ
ョ

″
プ
セ
ン
タ
ー
の
大
火
災
が
あ
っ

た
た
め
で
す
。

　
車
両
火
災
（
９
件
）

　
　
　
７
件
が
放
火

　
火
災
原
因
は
放
火
（
疑
い
む
含

む
）
が
二
十
九
件
（
四
九
％
）
と

断
然
ト
ッ
プ
。
放
火
の
物
件
別
で

は
建
物
が
十
八
件
、
車
両
が
七
件
、

１月26日

文化財防火デー

文化財を火災から守ろう

そ
の
外
四
件
で
、
車
両
火
災
は
九

件
の
内
七
件
が
放
火
に
よ
る
も
の

で
す
。
六
十
二
年
は
火
災
件
数
が

全
体
と
し
て
減
少
し
て
い
る
中
で
、

放
火
に
よ
る
火
災
が
増
加
し
て
い

る
こ
と
が
大
き
な
特
徴
と
い
え
ま

す
。
次
に
ガ
ス
コ
ン
ロ
に
よ
る
も

　
救
急
出
動
件
数
は
三
千
八
十
件

で
、
六
十
一
年
よ
り
九
十
三
件
の

増
加
。
二
十
七
年
に
消
防
本
部
が

発
足
し
て
以
来
、
初
め
て
三
千
件

夕
王
回
り
ま
し
た
。

　
　
一
日
平
均
で
は
約
八
・
四
件
、

三
時
間
に
一
回
救
急
出
動
し
た
こ

　
一
月
二
土
〈
日
は
、
文
化
財

防
火
デ
ー
で
す
。
文
化
財
防
火

デ
ー
は
、
昭
和
二
十
四
年
一
月

二
土
〈
日
に
奈
良
法
隆
寺
金
堂

か
ら
出
火
し
、
国
宝
の
十
二
面

壁
画
の
大
半
が
焼
失
し
た
こ
と

か
ら
、
国
民
的
財
産
で
あ
る
文

化
財
を
火
災
・
震
災
そ
の
ほ
か

の
災
害
か
ら
守
う
７
と
い
う
、

文
化
財
愛
護
思
想
の
高
揚
を
図

る
た
め
に
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
本
市
に
は
、
平
等
院
鳳
凰
（
ほ

ラ
お
う
）
堂
や
宇
治
上
神
社
本

殿
な
ど
の
国
宝
を
は
じ
め
、
貴

無
火
災
の
願
い
込
め

消
防
出
初
め
式

１月７日
１

▲火魔完封の願いを込め一斉放水

　(1月７日・文化センター多目的広場で)

　
新
春
恒
例
、
宇
治
市
消
防
出

初
め
式
が
一
月
七
日
、
文
化
セ

ン
タ
ー
多
目
的
広
場
で
行
わ
れ
、

防
火
へ
の
決
意
忿
剪
に
し
ま

し
た
。

　
式
典
に
は
、
消
防
職
員
や
消

防
団
員
、
各
事
業
所
の
自
衛
消

防
隊
員
、
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
、

少
年
消
防
ク
ラ
ブ
、
笠
取
婦
人

防
火
ク
ラ
ブ
員
会
古
人
が
参

加
。
約
五
百
人
の
市
民
が
見
守

る
な
か
、
自
衛
消
防
隊
の
訓
練

や
消
防
職
員
に
よ
る
救
助
訓
練

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

宇
治
幼
稚
園
児
ら
の
幼
年
消
防

ク
ラ
ブ
の
鼓
隊
が
元
気
に
演

奏
。
市
民
や
関
係
者
は
、
り
り

し
い
姿
に
盛
ん
に
拍
手
を
送
っ

て
い
ま
し
た
。
最
後
に
一
斉
放

角
谷･

813

の
が
十
件
（
一
六
％
）
、
火
遊
び
三

件
（
五
％
）
と
、
い
ず
れ
も
注
意

す
れ
ば
防
ぐ
こ
と
が
出
来
た
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。

急
病
に
よ
る
搬
送
激
増

と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
一
日
で

の
最
多
出
動
件
数
は
、
十
九
回
で

し
た
。

　
内
容
は
、
急
病
が
一
千
三
百
四

十
九
件
（
四
四
％
）
と
、
六
十
一
年

よ
り
九
十
九
件
も
大
幅
に
増
加
し

て
い
ま
す
。
次
い
で
交
通
事
故
が

重
な
文
化
財
が
数
多
く
あ
り
ま

す
。
先
人
が
築
き
上
げ
た
大
切

な
文
化
財
か
吸
世
に
伝
え
る
の

は
、
私
た
ち
の
努
め
で
す
。
郷

土
の
文
化
財
を
ぷ
ハ
災
か
尋
る

た
め
、
一
人
ひ
と
１
　
　
灰
の
こ

と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
文
化
財
の
付
近
で
は
、
た
き

　
火
や
た
ば
こ
な
芦
ぷ
ハ
を
便
幻

　
な
い
。

○
子
芦
も
に
火
遊
び
を
さ
せ
な

　
い
。

　
な
お
、
宇
治
市
消
防
本
部
で

は
一
月
二
十
日
か
ら
二
土
八
日

一
千
三
十
八
件
（
三
三
％
）
。
一
般

負
傷
で
は
三
百
六
十
一
件
（
一
一

％
）
と
六
十
四
件
減
少
し
て
い
ま

す
。

　
月
別
出
動
件
数
で
は
、
五
月
の

二
百
八
十
二
件
が
最
も
多
く
、
一

月
の
二
百
二
十
五
件
が
最
少
と
な

っ
て
い
ま
ず
。
。

　
搬
送
人
員
は
三
千
四
十
人
で
、

通
報
に
よ
り
出
動
し
た
結
果
、
不

搬
送
が
二
百
四
十
五
件
あ
り
ま
し

た
。

　
生
命
夕
守
る
救
急
自
動
車
の
正

し
い
利
用
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆

’
兄
の
一
層
の
ご
理
解
を
お
願
い

し
康
ｙ
。
　
　
　
（
消
防
本
部
）

ま
で
の
一
週
間
を
又
化
財
防
火

週
間
と
し
て
、
文
化
財
の
防
火

特
別
査
察
や
社
寺
消
防
訓
練
を

行
い
ま
ず
。
　
　
（
消
防
本
部
）

………

Jtaii

………………

癩‰
群

火災は減少・救急増加62年火災救急統計から

増
え
続
け
る
放
火

橘香邨

★３月27日(日)まで

　　　　(月曜日･祝日は休館)

　　　午前９時~午後５時

★歴史資料館　★入場無料

歴史資料館・冬の企画

展
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二
月
の
テ
ィ
ー
サ
ー
ビ
ス
は
、
茶

道
・
料
理
・
生
花
の
三
教
室
で
す
。

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、

社
会
福
祉
協
議
会
（
豊
⑩
５
６
５

０
・
５
６
５
４
、
ミ
ニ
Ｆ
Ａ
χ
⑩

0
8
5
7
）
へ
。

　
茶
道
教
室

　
▼
と
き
・
・
・
２
月
３
日
團
、
午
後

１
時
半
Ａ
時
▼
と
こ
ろ
…
総
合

ト
昨
年
７
月
７
日
に
行
わ
れ
た
料
理
教
室

レクリエーション

福
祉
会
一
館
▼
指
導
・
・
・
桑
山
紹
子

’
｛
ん
▼
対
象
・
：
難
聴
者
▼
参
加

費
・
：
五
百
円
ま
で
▼
甲
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ
・
：
１
月
2
8
日
團

ま
で
。

　
料
理
教
室

　
▼
と
き
・
：
２
月
６
日
出
、
午

前
９
時
｛
Ｔ
午
後
１
時
▼
と
こ

ろ
…
総
合
福
祉
会
館
▼
内
容
・
：

ク
リ
ー
ム
シ
チ
ュ
ー
、
サ
ラ
ダ
。

サ
ン
ド
イ
″
チ
▼
指
導
・
：
保

健
予
防
課
栄
養
士
・
保
健
婦
▼

対
象
・
・
・
視
覚
障
害
者
▼
参
加
費

・
：
五
百
円
▼
申
し
込
み
・
問
い

合
わ
せ
・
・
・
２
月
２
日
㈹
ま
で
。

　
　
生
花
教
室

　
▼
と
き
・
：
２
月
６
日
出
、
午

後
１
時
半
ト
ー
時
▼
と
こ
ろ
・
：

慌
福
祉
会
館
▼
指
導
・
・
・
三
好

千
代
美
さ
ん
▼
対
象
・
・
・
視
覚
障

害
者
▼
参
加
費
・
・
・
六
百
円
程
度

（
花
代
）
▼
申
し
込
み
・
問
い
合

わ
や
：
２
月
１
日
剛
ま
刄

　
　
　
（
社
会
福
祉
協
議
会
）

お
知
ら
せ

　
　
市
政
概
要
講
座

　
▼
と
き
・
：
１
月
2
9
日
廊
、
午
前

1
0
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
・
・
・
広
野
公

民
館
▼
テ
ー
了
・
「
水
道
料
金
は

ど
の
ぷ
つ
に
し
て
決
め
る
の
？
」

▼
申
し
込
み
・
・
・
当
日
、
直
接
会
場

へ
▼
問
い
合
わ
せ
・
・
・
広
野
公
民
館

（
豊
＠
7
4
5
0
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
（
広
野
公
民
館
）

　
　
農
業
委
員
会

　
　
選
挙
人
名
簿
の
調
製

　
農
業
委
員
会
で
は
、
選
挙
人
名

簿
に
登
載
出
来
る
人
（
一
月
一
日

現
在
）
を
調
査
し
て
い
康
司
登
載

申
請
書
を
禾
提
出
の
人
は
。
至
急

最
寄
り
の
農
協
李
支
店
、
ま
た
は

農
業
委
員
会
事
務
局
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
（
農
業
委
員
会
事
務
局
）

　
　
2
0
歳
に
な
つ
た
ら

　
　
国
民
年
金

　
日
本
は
世
界
一
の
長
寿
国
。
長

生
き
が
出
来
る
の
咳
ｙ
ぱ
β
し
い

こ
と
で
す
が
、
人
生
設
計
奎
唯
か

に
描
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
二
十
歳
夕
迎
え
た
ば
か
り
の
若

い
人
に
と
っ
て
は
「
遠
い
先
の
こ

しょう

　　　*’ふ　’‾

スポーツで体を鍛えま

と
な
ん
て
・
・
・
」
と
尽
政
る
か
も
知

れ
ま
せ
ん
が
、
病
気
・
事
故
に
よ

る
障
害
や
死
亡
、
ま
た
老
後
の
生

活
に
備
え
る
た
め
に
は
、
き
ち
ん

と
年
金
に
加
入
し
て
お
く
必
要
が

あ
り
毒
了
。

　
二
十
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

（
学
生
は
希
望
加
入
）
－
。
あ
な
た

も
忘
れ
ず
に
加
入
手
続
き
を
。

な
お
、
厚
生
年
金
や
共
済
年
金

の
加
入
者
は
手
続
き
が
不
要
で

す
。
　
　
　
（
保
険
年
金
課
）

　
住
宅
統
計
調
査

　
単
位
区
設
定
に
協
力
を

　
総
務
庁
統
計
局
で
は
、
二
月

一
日
現
在
で
、
住
宅
統
計
調
査

の
単
位
区
設
定
を
行
い
ま
す
。

　
十
月
一
日
に
昭
和
六
十
三
年

住
宅
統
計
調
査
が
行
わ
れ
康
ｆ
ｙ

が
、
そ
の
際
調
査
を
円
滑
・
正

確
に
行
シ
た
め
に
、
調
査
槨
当

地
域
忿
の
ら
か
じ
め
明
確
に
し

自衛官募集の期間と採用予定月

市
立
幼
稚
園

『
こ
ど
も
展
』

１月29日(金)

　　～31日(日)

午前９時～午後４時

中央公民館

　　(展示室・ロビー)

入場無料

　子どもたちが、絵や

造形で心の世界を生､き

生きと表現しています。

市
立
幼
稚
園

「
こ
ど
も
音
楽
会
」

１月31日(日)

　午前10時～正午

文化会館

　　　大ホール

　全園児(市立)が参加

する音楽仝です。多数

ご来場ください。

814

て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
住
宅
統
計
調
査
指

導
員
が
、
総
務
庁
統
計
局
か
ら
指

定
さ
れ
た
調
査
区
か
巡
回
。
住
宅

の
状
況
な
ど
を
確
認
し
て
行
き
ま

す
。
指
導
員
が
各
審
菅
島
問
す

る
こ
と
も
あ
り
未
了
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
康
ｙ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
企
画
課
）

　
　
自
衛
官
募
集
・

　
二
等
陸
・
海
・
空
主
を
募
集
し

未
了
。
募
集
期
間
と
採
用
予
定
月

は
左
表
の
と
お
り
で
す
。
詳
し
く

は
、
宇
治
募
集
事
務
所
（
豊
㈲
7

1
3
9
）
ま
た
は
市
役
所
企
画
管

理
部
総
務
課
（
雲
⑩
3
1
4
1
）
へ
。

　
　
　
　
（
企
画
管
理
部
総
務
課
）

募集種目 受け付け 入隊 対象

爽
男

子

２等陸士

63年１月４日

　　～3月31日

１月27.28日
２月24.25日
３月下旬

183E以上
25歳未満者２等海士 １月27日

3月下旬

２等空士 ４月上旬

備　考
２月下旬以nの２等陸海士志願者については、

入隊は５月以降となる場合があります。

　
寒
さ
の
厳
し
い
季
節
。
健
康
で

過
ご
す
た
め
に
は
、
次
の
こ
と
を

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

○
規
則
正
し
い
牛
活
…
過
労
か
遊

　
け
る
。
睡
眠
か
干
分
に
。

○
体
力
登
洛
と
さ
な
い
・
・
・
栄
養
バ

　
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
欠
自
分

　
に
適
し
た
運
動
盈
笠
昭
中
に

　
取
り
入
れ
る
。

Ｏ
保
温
に
注
意
…
衣
服
と
寝
具
を

　
清
潔
に
。
暖
房
中
は
換
気
と
湿

　
度
に
気
を
つ
け
る
。
血
圧
の
高

　
い
人
は
、
急
に
寒
い
所
へ
出
な

　○にｶゝし/
゜ぜかの

ぜ予
や防
い

邨

ルい
付

ザ分

　
は
手
指
を
通
じ
て
も
感
染
す
る

　
の
で
、
手
指
も
よ
ぐ
洗
う
。

ゆ
か
ぜ
を
ひ
い
た
ら
・
：
早
め
に
安

　
静
。
入
浴
と
喫
煙
は
控
え
る
。

　
栄
養
価
が
高
く
、
消
化
の
よ
い

　
も
の
か
長
べ
る
。
症
状
の
重
い

　
場
合
は
、
早
め
に
医
師
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
（
保
健
予
防
課
）

やさしい経済学講座

　～2月5日･12日･19日～

　
急
速
な
円
相
場
の
変
動
が
、

我
が
国
経
済
に
深
刻
な
影
響
を

誓
入
て
い
ま
す
。
一
年
程
前
。

一
ド
ル
二
百
四
十
円
前
後
の
こ

ろ
に
は
、
か
っ
て
の
一
ド
ル
三

百
六
十
円
時
代
と
比
較
し
て
、

海
外
旅
汀
や
輸
入
品
が
安
く
な

る
な
べ
円
高
が
も
た
ら
す
メ

リ
ッ
ト
の
み
も
て
は
や
さ
れ
て

やさしい経済学講座の日程表

と　き’ 内　　　　容「 講師

２／５
(金)

午

後

７

時

半

Ｓ

９

時

日本を取り巻く経済情勢（Ｉ）

　円高が経済に与える影響と今後の

　為替相場の動向を探る

九

1§

ダ

2/12
(金)

日本を取り巻く経済情勢(II）

　昨今の財テクプームから低金利時

　代を分析し、今後の対策を学ぶ

2/19
(金)

日本を取り巻く経済情勢(in)

　マル優制度廃止等、税制改正の内

　容と生活防衛のあり方を問う

い
ま
し
た
。

　
Ｌ
示
し
、
こ
こ
一
年
程
の
円
相

場
の
急
騰
は
、
輸
出
大
国
日
本
の

経
済
驀
翠
夭
書
Ｘ
脅
か
し
、
経

済
構
造
の
変
革
さ
凡
余
儀
な
ぐ
し

て
い
ま
ず
。

　
本
講
座
で
は
、
最
近
の
日
本
を

取
趾
琴
ぐ
経
済
情
勢
か
ら
、
円
高

が
も
た
ら
Ｌ
だ
諸
問
題
と
、
私
た

ち
の
日
常
牛
活
に
直
接
か
か
わ
り

の
深
い
命
司
・
税
制
に
つ
い
て
学

習
し
ま
す
。

　
▼
日
程
・
内
容
…
右
表
の
と
お

り
▼
と
こ
ろ
・
・
・
中
央
公
民
館
会
議

室
▼
対
象
・
・
・
市
内
在
住
・
在
勤
者

▼
定
員
・
：
4
0
人
（
先
着
順
）
▼
申
し

込
み
・
問
い
合
わ
せ
…
電
話
次
た

は
直
接
、
中
央
公
民
館
（
豊
⑩
1
4

1
1
）
へ
。
営
け
付
け
は
１
月
2
2

日
金
か
ら
。
　
　
（
中
央
公
民
館
）

指導者養成講座
２月17日から

　
市
教
育
委
員
会
が
、
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
グ
ー
ム
や
ダ
ン
ス
、
ソ

ン
グ
な
ど
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

の
実
技
や
指
導
理
論
の
講
習
会
を

開
催
。
地
域
の
子
ど
趾
邨
学
校
、

職
場
な
ど
で
お
役
立
て
ぐ
だ
さ
い
。

　
▼
と
き
・
：
２
月
1
7
日
伽
、
1
9
日

出
、
2
0
日
出
、
2
1
日
m
'
2
4
日
出
、

2
6
日
面
、
３
月
２
日
伽
、
４
日
金
、

９
日
叫
Ｈ
日
金
、
1
6
日
叫
1
8
日

岡
2
3
E
出
、
2
5
日
面
（
い
ず
れ
も

午
後
７
時
～
９
時
、
２
月
2
0
日
と

2
1
日
は
宿
泊
研
修
で
2
0
日
午
後
１

時
か
ら
2
1
日
午
後
５
時
ま
で
）
▼

と
こ
ろ
・
：
中
央
公
民
館
実
習
室
Ｉ

　
（
宿
抑
箆
Ｔ
く
つ
わ
池
青
少
年

山
の
家
）
▼
講
師
・
：
中
本
健
三
さ

ん
、
山
本
登
志
昭
さ
ん
、
米
谷
由

起
子
さ
ん
（
い
ず
れ
も
日
本
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
上
級
指
導
者
）

▼
定
員
…
4
0
人
（
先
着
順
）
▼
参
加

費
・
・
・
五
千
円
▼
申
し
込
み
・
問
い

合
わ
せ
・
・
・
申
込
書

　
（
市
民
体
育
課
所

定
）
に
必
要
事
項

夕
明
記
の
上
、
参

加
費
か
添
え
て
２

月
９
日
固
ま
で
に

市
民
体
育
課
（
豊

⑩
3
1
4
1
）
へ

直
接
。

　
な
お
、
本
講
習

会
終
了
者
に
は
、

日
本
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
協
会
公
認

験
申
請
資
格
が
与
を
釘
ま
す
。

た
だ
し
、
申
請
費
用
は
別
途
に

必
要
で
す
。

　
　
　
　
　
（
市
民
体
育
課
）

お
は
な
し
会

▼
と
き
・
：
１
月
習
歯
。
午
後

　
３
時
半
ｔ
４
時

▼
と
こ
ろ
・
・
・
中
央
図
書
館
集
会

　
室
（
お
は
な
し
の
へ
や
）

▼
内
容
…
お
は
な
し
、
読
み
聞

　
か
せ
、
紙
芝
居

▼
対
象
・
：
幼
児
か
ら
示
学
校
低

　
学
年
（
入
場
出
来
る
の
は
、
子

　
μ
石
だ
け
）

▼
問
い
台
石
せ
・
：
中
央
図
書
館

　
（
容
⑩
1
5
1
1
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
（
中
央
図
書
館
）

2
月
の
デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス

3
月
か
ら
茶
道
・
料
理
・
生
花

寒い冬を乗り切るライフスタイル
冬の健康
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